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平成14年１月22日：  国土交通省は平成12年度より「ITを活用した次世代海上交通システム」プロジェクトを５年度計画で実施しています。その一部の成果として大阪大学において、インテリジェント・シップの模型実験に成功しましたので、下記の要領で成果報告会と公開実験を行います。








インテリジェント・シップ成果報告会と公開実験のお知らせ





〒565-0871　大阪府吹田市山田丘2-1


電話番号 : (06)6877-5111


FAX 番号 : (06)6879-7594（船舶海洋工学専攻）


電子メール : hase@naoe.eng.osaka-u.jp


Web サイト : www.naoe.eng.osaka-u.ac.jp/~hase/index-j.html








詳細についての


お問い合わせ先 


長　谷　川　和　彦


船舶海洋工学専攻


電話番号 : 06-6879-7588





大阪大学








記








日時：平成14年１月30日（水）13:30～17:00


　　　　雨天の場合、公開実験を31日（木）に延期することがあります。


場所：大阪大学大学院工学研究科船舶海洋工学専攻船舶海洋工学会議室


　　　　（地球総合工学棟Ｓ１－４２１号室）


　　　　電話番号：06-6879-7595（船舶海洋工学専攻事務室気付）





式次第





13:30　 「ITを活用した次世代海上交通システム」の概要


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省総合政策局技術安全課　専門官　宮崎英樹


14:00　　輻輳海域シミュレータの概要


15:00　　輻輳海域シミュレータのデモンストレーション


15:30　　インテリジェント・シップ公開実験


16:30　　質疑応答





　なお、公開実験は屋外で行いますので、各自防寒具をご用意下さい。





会場へのアクセス方法：


　　　　　　　関西地区から


　　　　　　　　　　�HYPERLINK "http://www.osaka-u.ac.jp/annai/campus/access.html"��http://www.osaka-u.ac.jp/annai/campus/access.html�


　　　　　　　最寄りの駅からは


　　　　　　　　　　� HYPERLINK "http://www.osaka-u.ac.jp/annai/campus/access2.html" ��http://www.osaka-u.ac.jp/annai/campus/access2.html�


　　　　　　　をご覧になり、吹田キャンパスに着いてからは


　　　　　　　　　　� HYPERLINK "http://www.osaka-u.ac.jp/annai/campus/suita.html" ��http://www.osaka-u.ac.jp/annai/campus/suita.html�


　　　　　　　　　　の31番の建物の４階です。また、公開実験は同図の22番です。


　　　　　　　　　　�HYPERLINK "http://www.osaka-u.ac.jp/annai/campus/photo/photo10-5.html"��http://www.osaka-u.ac.jp/annai/campus/photo/photo10-5.html�





報道発表資料：


　　　　　　�HYPERLINK "http://www.naoe.eng.osaka-u.ac.jp/~hase/research/Marine_ITS/pressrelease020119J.html"��http://www.naoe.eng.osaka-u.ac.jp/~hase/research/Marine_ITS/pressrelease020119J.html�


　　　　　より� HYPERLINK "PressRelease020121J.doc" ��配付資料�をクリックしてください。英文は


　　　　　　� HYPERLINK "http://www.naoe.eng.osaka-u.ac.jp/~hase/research/Marine_ITS/pressrelease020119.html" ��http://www.naoe.eng.osaka-u.ac.jp/~hase/research/Marine_ITS/pressrelease020119.html


�　　　　　にあります。





大阪大学大学院工学研究科
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大阪大学





大阪大学大学院工学研究科
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　大阪大学の長谷川和彦教授らは、21世紀の船舶運航技術の中心になるとされる「ITを活用した次世代海上交通システム」プロジェクト（国土交通省、平成12年度から平成15年度）に関連して、模型船を使ったインテリジェント・シップの実験に成功した。同時に東京湾や大阪湾全体の海上交通シミュレーションを行うための輻輳海域シミュレータも開発しており、あわせて、近い将来の海上交通の安全性向上、自動化、船舶運航のIT化に役立つという。


　模型実験は３ｍの模型船に高精度ＧＰＳ、ジャイロ、通信制御装置などを搭載し、時々刻々の位置や運動状態を輻輳海域シミュレータに無線LANを用いて送信し、輻輳海域シミュレータより模型船に操船指令を送ることにより、実施される。輻輳海域シミュレータには、東京湾や大阪湾全体のシミュレーションが可能な超高速ワークステーションを用いており、模型船の航行区域に任意の海域情報（海岸線など）や他の航行船舶を発生できる。これにより、模型船では、仮想の他の航行船舶との衝突回避などの操船を行いながら、与えられた予定航路を無人で航行することができる。公開実験では、実験池の大きさの制限から１船との衝突回避実験を行うが、複数船との連続あるいは同時回避も可能である。


　同様の実験はこれまでに、� HYPERLINK "SRvol20-4.html" ��高度自動運航システムの研究開発（昭和58年～昭和63年度）に関連して、昭和63年10月14日、石原慎太郎運輸大臣（当時）を招き、船舶技術研究所（現海上技術安全研究所）において実施されたことがある。�このときは２隻の自動航行模型船を走らせて、衝突を自動的に回避する実験が行われた。今回の実験はそれにつぐものであるが、IMO（世界海事機構）により、2002年7月より導入が100m以上の船舶に搭載が義務づけられるAIS（自動識別装置）の利用を前提とした新しいVTS（海上交通センター）の機能確認をも前提として、輻輳海域シミュレータとの通信を行いながら、仮想の海域で任意の他船と協調しながら安全に航行できる画期的なものである。


　公開実験は平成14年１月30日（雨天の場合、31日）に大阪大学において行われる。なお、公開実験に先立ち、輻輳海域シミュレータの公開も行われる。


　また、この成果は今年９月にギリシアで行われる国際会議にて発表される予定である。





（参考）「ITを活用した次世代海上交通システム」


国土交通省では平成12年度から10の研究テーマで産官学共同プロジェクトとして実施している。インターネット、GPS、AISなどを活用し、いわゆるIT技術を活用して、安全性、経済性、効率性のよい次世代の海上交通システムの開発を目指し、最終年度には実船実証実験も計画されている。


（参考）「AIS」


　船舶用通信として使われているVHFを用いたブロードキャスト型パケット通信システムで、位置情報などを自動的に近隣の他の船舶に伝えるシステムである。もともとは遭難時の利用が考えられたが、現在では、船舶間あるいは船舶と陸上との通信手段として有望化されている。





平成14年１月22日：  国土交通省は平成12年度より「ITを活用した次世代海上交通システム」プロジェクトを５年度計画で実施している。その一部の成果として大阪大学において、インテリジェント・シップの模型実験に成功したので、下記の要領で公開実験を行う。








インテリジェント・シップ公開実験










